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Abstract
　The aim of this study was to examine the effects of self-management for developing 
basic social skills on classroom performance among undergraduate students in Japan. 
We conducted two studies. In the first study, 782 undergraduate students completed a 
questionnaire on behavioral intentions of self-management for developing basic social 
skills. Factor analysis revealed four factors of self-management: development, prevention, 
recovery, and cooperative relationships. In the second study, 373 undergraduate students 
attending an educational psychology class completed three questionnaires regarding 
（a） behavioral intention of self-management for developing basic social skills, （b） 
autonomous motivation, and （c） student apathy, respectively. In addition, we examined 
students’ performance in the educational psychology class. Results indicated that 
preventive self-management and identified motivation which was the one of the four 
subscales on autonomous motivation, partly predicted students’ class attendance and 
passing rate.
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項目（全体：α=.87） F1 F2 F3 F4 共通性 平均 SD
第１因子　予防マネジメント　（α=.81）
与えられた課題は,期日までに仕上げるという姿勢を大切にしている。 .719 -.009 -.153 .034 .545 4.09 0.95
自分に課された仕事を投げ出すことはしない。 .674 .008 -.001 .065 .457 4.02 0.92
決められたルールに則した行動ができる。 .617 .197 -.151 -.043 .447 3.97 0.90
同じ失敗を繰り返さないように,注意している。 .597 -.086 .143 .069 .390 3.99 0.94
自分が課された仕事は,高い質で完成させるように努めている。 .489 -.110 .362 -.082 .383 3.80 0.88
所属する組織の「暗黙のルール」に注意を払っている。 .381 .094 .101 -.029 .176 3.79 0.99
難しいと思う仕事を指示されても,前向きな返事ができる。 .352 .149 .165 .108 .173 3.65 0.93
第２因子　協力関係マネジメント　（α=.80）
他者の話に,積極的に耳を傾けるように努めている。 .086 .643 .049 -.083 .424 3.91 0.85
知人に対して感謝の気持ちを表すように心がけている。 .209 .608 -.111 -.031 .425 4.14 0.91
自ら進んであいさつをしている。 -.049 .595 .083 .019 .368 3.92 1.03
他者とは,協力しようとする意識をもって行動している。 .019 .581 .015 .071 .363 3.83 0.93
他者に対して謙虚な気持ちで振る舞っている。 .218 .545 -.066 -.157 .356 3.80 0.89
困難なことに直面したら,他者に協力を呼びかける。 .009 .527 -.098 .087 .310 3.66 1.00
周囲の人にうまく協力を求めて課題解決を果たしている。 -.010 .452 .066 .151 .221 3.52 0.94
正しい言葉づかいで話をすることを心がけている。 .223 .392 .063 -.110 .234 3.84 1.01
家族や友人の誰かに,日頃の悩みを相談するように心がけている。 -.254 .350 .115 .163 .200 3.11 1.19
第３因子　開発マネジメント　（α=.68）
日頃から問題だと思ったことや,思いついたアイディアをメモしている。 -.154 -.053 .664 -.124 .475 2.52 1.11
物事を別の側面から見ることができる。 .069 -.034 .531 .086 .288 3.35 0.98
日頃からいろいろな知識や情報を集めるように心がけている。 .088 .043 .476 -.008 .237 3.48 1.01
自分が周りの人に期待されていることを知ろうとしている。 .042 -.035 .445 .014 .201 2.93 1.07
自分でやるべきことを見つけて積極的に取り組んでいる。 .096 .198 .406 -.007 .214 3.53 0.99
知識習得のための勉強会などの機会がある場合は積極的に参加する。 .055 .102 .370 -.023 .150 3.13 1.12
第４因子　回復マネジメント　（α=.61）
失敗をした時に,立ち直る方法を知っている。 .169 .009 -.072 .619 .318 3.38 1.06
自分なりのストレス解消法がある。 .137 -.014 -.091 .534 .300 3.53 1.22
ストレスを感じてもあまり気にしない。 -.079 -.034 -.043 .522 .165 2.94 1.24
失敗を恐れずに行動している。 -.152 .102 .269 .395 .106 3.07 1.12
因子負荷量の二乗和 2.51 1.73 1.82 1.23
寄与率（%） 9.65 6.67 6.99 4.72
因子間相関 F1 － .71 .52 .40
　　　　　 F2 － .60 .49




































的調整」の各 ５ 項目からなる ４ つの下位尺度で，計20項目であった。「問題を解くことが
おもしろいから（内的調整）」「将来の成功につながるから（同一化的調整）」といった項目



































の結果を踏まえつつ，調査 ２ の分析対象のデータで ４ 因子解の適合度指標を算出した。
GFI＝.852，AGFI＝.823，RMSEA＝.067で，全体的に調査 １ で算出された適合度よりも低
下したが，概ね許容範囲であるとみなせる値であった。内的整合性は，「予防マネジメント」









項目（全体：α=.78） F1 F2 F3 F4 共通性 平均 SD
第１因子　同一化的調整　（α=.81）
自分の希望する進路に進みたいから。 .817 -.135 -.039 .008 .687 4.15 1.01
自分のためになるから。 .739 -.006 .050 -.053 .552 4.02 0.94
将来の成功につながるから。 .665 -.031 .043 -.001 .445 3.96 0.95
自分の夢を実現したいから。 .654 .022 -.132 .126 .462 4.02 1.09
勉強するということは大切なことだから。 .563 .183 .124 -.057 .369 3.68 1.02
第２因子　内的調整　（α=.81）
勉強すること自体がおもしろいから。 .011 .782 .042 -.098 .623 2.36 1.02
問題を解くことがおもしろいから。 -.067 .711 -.058 .050 .516 2.93 1.06
新しい解き方や,やり方を見つけることがおもしろいから。 -.115 .704 .094 .022 .518 2.87 1.16
自分が勉強したいと思うから。 .166 .664 -.027 -.014 .469 2.66 1.16
むずかしいことに挑戦することが楽しいから。 .016 .468 .026 .178 .252 2.92 1.04
第３因子　外的調整　（α=.79）
まわりの人から,やりなさいといわれるから。 -.017 -.122 .871 -.017 .774 2.55 1.21
やらないとまわりの人がうるさいから。 .014 -.121 .808 .068 .673 2.82 1.21
成績が下がると,怒られるから。 -.065 .109 .637 .035 .424 2.27 1.14
勉強するということは,規則のようなものだから。 .054 .162 .492 -.139 .291 2.77 1.12
みんながあたりまえのように勉強しているから。 .073 .079 .473 .086 .243 2.69 1.13
第４因子　取り入れ的調整　（α=.82）
勉強で友だちに負けたくないから。 -.050 .014 -.052 .975 .957 2.90 1.13
友達より良い成績をとりたいから。 .077 .049 .098 .672 .470 2.97 1.16
因子負荷量の二乗和 2.47 2.40 2.35 1.50
寄与率（%） 14.52 14.13 13.83 8.84
因子間相関 F1 － .31 -.12 .35
　　　　　 F2 － -.03 .40







る ４ 因子解を抽出した（Table ２）。さらにこの ４ 因子解で確認的因子分析を行い，適合度
指標を算出した。GFI＝.870，AGFI＝.824，RMSEA＝.085と先ほどのモデルよりも適合度
は高くなった。またこの ４ 尺度の内的整合性は，「内的調整」尺度で a＝.81，「同一化的調整」
尺度で a＝.81，「取り入れ的調整」尺度で a＝.82，「外的調整」尺度で a＝79であった。以




下山（1995）の結果の一部を参照することが可能な ２ 因子を抽出した（Table ３）。第 １ 因
子は，下山（1995）の「張りのなさ」尺度と「自分のなさ」尺度に含まれた ９ 項目で因子







項目（全体：α=.87） F1 F2 共通性 平均 SD
第１因子　張り・自分のなさ　（α=.85）
時間がただ過ぎていくという感じがある。 .762 -.061 .585 3.21 1.21
毎日を何となく無駄に過ごしている。 .720 .034 .520 2.96 1.14
何となく大学まで来てしまったという感じがある。 .700 -.013 .490 2.56 1.31
自分が本当に何をやりたいのか分からない。 .692 .033 .479 2.88 1.40
自分のしていることに自信がない。 .660 .028 .436 3.08 1.17
自分の将来といっても現実感がない。 .597 .150 .379 3.04 1.32
いつも頭がぼんやりしている。 .532 .112 .295 2.60 1.14
一度決めたことでも人から言われると決心が変わりやすい。 .520 -.215 .316 3.11 1.20
朝起きて夜眠る生活のﾘｽﾞﾑが乱れている。 .429 -.070 .189 3.02 1.19
第２因子　味気のなさ　（α=.74）
心から楽しいと感じる時がある。＊ .265 -.774 .669 4.40 0.91
何事も生き生き感じられない。 .198 .664 .480 2.29 1.09
自分の人生を生きているという実感がない。 .146 .642 .434 2.28 1.25
自分の悩みを何でも話せる友人がいる。＊ .092 -.580 .345 3.73 1.25
因子負荷量の二乗和 3.74 1.88
寄与率（%） 28.74 14.48





















開発マネジメント .56 ** .35 ** .52 ** .32 ** .33 ** .22 ** .01 -.19 ** -.21 **
予防マネジメント .29 ** .65 ** .18 ** .59 ** .15 ** -.09 -.26 ** -.35 **
回復マネジメント .39 ** .13 * .20 ** .04 .03 -.29 ** -.39 **
協力関係マネジメント .09 .45 ** .04 -.04 -.25 ** -.49 **
内的調整 .27 ** .39 ** .02 -.08 .03
同一化的調整 .32 ** -.06 -.31 ** -.39 **
取り入れ的調整 .20 ** .05 .02







































「 １ 」，不合格を「 ０ 」として分析を行った（Table ６）。相互に有意な相関が見みられ，特
に出席回数と授業の合否との間でr＝.81と強い相関係数を示した。出席回数と授業の合否
との相関については，当該科目は出席回数が ３ 分の ２ 以下（10回以下）の場合に，評価基
準上，自動的に不合格になるという事実を反映した結果であったと推察された。このこと
を別の視点から確認するために，「教育心理学」の １ 年生の全受講者207名を，出席回数「10










11回以上 177 8 185

























出席回数 .11 .32 ** .03 .14 * -.01 .25 ** .05 -.12 -.08 -.11































合格実人数 120 52 172
不合格実人数 13 17 30







（r ＝ .32，p <.01），「協力関係マネジメント」（r ＝ .14，p <.05），自律的学習動機の下位
尺度である「同一化的調整」（r ＝ .25，p <.01）であった。学力偏差値との間の相関係数
が有意だったのは，セルフマネジメントの行動意図の下位尺度である「回復マネジメント」
（r ＝− .21，p <.01），自律的学習動機の下位尺度である「外的調整」（r ＝− .19，p <.05）
であった。授業の合否については，セルフマネジメントの行動意図の下位尺度である「予
防マネジメント」（r ＝ .29，p <.01），自律的学習動機の下位尺度である「同一化的調整」
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